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スピントロニクス材料の作製と物性
の理解を進めています。また、電子
スピン-磁性スピン間交換相互作用、
スピン-軌道相互作用を介したスピ
ン・ダイナミクスとスピン流の励起、
制御、検出に関する研究を行ってい
ます。これらを基に、従来にない性
能を伴う新規スピントロニクス素子
の開発を目指しています。

1. 磁化ダイナミクスを利用したスピン流の生成と電気的検出

磁化ダイナミクスを強磁性体に誘
起することで隣接する非磁性体に
スピン流を生成する手法をスピ
ン・ポンピングと呼びます。スピ
ン流はスピン-軌道相互作用を介し

た逆スピン・ホール効果により電
流に変換され、電気的検出が可能
となります。様々な材料の組み合
わせでスピン流生成と検出が可能
であること、逆スピン・ホール効
果と電流磁気効果を分離したスピ
ン流の定量的議論が可能であるこ
とを示しました。
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3. スピントロニクス材料の電子構造

スピントロニクス材料の電子構
造は、磁性の発現機構などの基
礎物理に関わり、そのトポロジ
は異常ホール伝導等のスピン伝
導現象に関わります。磁性半導
体の電子構造と強磁性秩序及び
スピン伝導の相関を明らかにす
るための研究を進めています。
更に、トポロジカル絶縁体のよ
うな特殊な電子構造を持つ材料
中のスピン輸送現象に関する研
究も行っています。東北大学
WPI-AIMRの高橋研、Dietl研と
の共同研究です。

2. 磁化ダイナミクスの電気的制御

物質が運動する際に摩擦を受け
るように、磁化が運動する際に
も摩擦を受けます。この摩擦の
大きさを決めている量を磁気緩
和定数と呼びます。省エネル
ギ・スピントロニクス素子の実
現には磁気緩和定数の低減が必
要ですが、磁気緩和定数は材料
もしくは構造で決まる量である
とされてきました。材料を電界
効果素子構造に加工し、外部電
界を印加することで磁気緩和定
数の大きさを電気的に制御でき
ることを示しました。
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